
TEL:03-5201-7321 （平日9:00～17:00）Email: info@ikou-hub.tokyo

以下のURLよりお申込みください。

東京都医工連携HUB機構（受託事業者：日本コンベンションサービス株式会社）お問合せ

　昨今、医療やヘルスケアの領域ではプログラムの開発が盛んにおこなわれています。
こうした中で、事業者にはプログラムの医療機器該当性を含め法規制を踏まえた製品開発、取り扱いが求められます。
　令和４年 9 月26日から10月25日まで、プログラムの医療機器該当性に関するガイドラインの改定に向け、パブリック
コメントが募集されました。

　この度の医工連携セミナーでは、厚生労働省の三宅 晴子 氏を講師にお迎えし、医療機器プログラムの基本、プログ
ラムの医療機器該当性に関するガイドラインの改定案のポイントをご紹介いただきます。とくに、事業者から多くの相
談が寄せられるクラスⅠ医療機器相当のプログラムの広告標榜の考え方についても触れていただきます。

　プログラム医療機器の該当性について関心ある皆様は、ぜひご参加ください。
　なお、「医療機器プログラムについて」は厚生労働省のホームページに詳しい情報が掲載されていますので、医工連携
セミナーを通して理解を深めるためにも、事前に目を通していただくことをお勧めします。
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参加費
無料

オンラインミーティングシステムZoomを使用します

5   2.8 水令和 　年 16：00-17：30

プログラムの医療機器該当性について

https://ikou-hub.tokyo/contents/event/
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